
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 程 内 容 定期便 

4月 5日(木) 第 32回定例会 ○ 

6月 5日(火) 第 33回定例会 ○ 

7月 8日(日) 避難者交流会  

8月 8日(水) 第 34回定例会 ○ 

10月 11日(木) 第 35回定例会 ○ 

12月 7日(金) 第 36回定例会 ○ 

2月 12日(火) 第 37回定例会 ○ 

お
く
ば
っ
く
ん 

第 77 号 
平成 30 年 4 月 

 

ホッとネットおおさか避難者交流会を開催します！ 

 

今回のテーマは「交流と再会！」 

関西に避難されている人はもちろん、過去

に避難されていた人もぜひご参加ください。 

交流会をメインに、相談コーナーやハンド

ケアなどのリラックスできるブースも予定し

ています。 

 

 主 催：ホッとネットおおさか(大阪府下避難者支援団体等連絡会) 

昨年の避難者交流会の様子 

日 時：2018 年7 月8 日(日)11:00～15:00 

会 場：大阪府立大学 I-site なんば 
(大阪市浪速区敷津東 2-1-41 南海なんば第 1 ビル 2 階) 

 

対 象：東日本大震災により関西に避難されている人、 

過去に避難されていた人 

内 容：交流会・相談コーナー・お楽しみブースなど 

    ※昼食や飲み物は、各自ご用意ください 
 

申 込：電話・FAX・メールにて、参加者全員の 

氏名・住所・連絡先をお知らせください。 

●要事前予約 申込〆切 6 月 29 日(金) 
申込先：大阪市ボランティア・市民活動センター 

（大阪市天王寺区東高津町 12-10） 

    電話：06－6765－4041   

FAX：06-6765-5618 

    E メール：imonikai@osakacity-vnet.or.jp 

 

ホッとネットおおさか平成３０年度定例会の日程決まる 

 
ホッとネットおおさか(大阪府下避難者支援団

体等連絡協議会)は、弁護士会・社会福祉協議

会・ＮＰＯ団体・避難者当事者団体などが、東

日本大震災の避難者支援のため手を取り合って

集まったネットワークです。長期的な避難生活

を支えるため、生活・住まい・仕事・教育・健

康・心のケアなど、参加団体が情報交換しなが

ら、継続的な支援を行なっています。現在、ネ

ットワークには１０７団体が登録、２カ月に１

度定例会を開催しています。また希望者に対し

て、偶数月に支援情報をまとめた「ホッとネッ

ト定期便」をお届けしています。 

 
※今年度は定例会の後に、相談会を設けます。 

■内容 定例会 13：30～15：30 

   相談会 15：30～ 予約不要 

■会場 大阪弁護士会館(9 階または 12 階) 
(大阪市北区西天満 1－12－5) 

※相談希望者は 15：30 までに会場へお越しください 

●年間スケジュール 

 

 

お問合せ：ホッとネットおおさか事務局 

社会福祉法人大阪市社会福祉協議会  

大阪市ボランティア・市民活動センター 
〒543-0021 大阪市天王寺区東高津町 12-10  
TEL: 06-6765-4041/FAX : 06-6765-5618 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 大阪市社会福祉協議会  
大阪市ボランティア・市民活動センター 
（協力:大阪市各区社会福祉協議会） 

 

〒543-0021 大阪市天王寺区東高津町 12-10  
TEL: 06-6765-4041  /  FAX : 06-6765-5618  
ﾒｰﾙ：imonikai@osakacity-vnet.or.jp (担当:浜辺) 
≪利用時間≫ 月・水・金 9：30～20：30 

火・木・土 9：30～17：00  

 (日曜・祝日及び年末年始休館) 

発行 

 「やつす」の意味は、東北と大阪で全く違います。東北では「省略する」 

「簡略化する」という意味ですが、大阪では「化粧をする」「おめかしする」 

という意味で使います。 

 東北と大阪の「やつす」の意味の違いは、「やつす」の歴史を反映しています。 

「やつす」は奈良時代から「目立たないようにする」という意味で使われていましたが、室町時代か

ら「痩せるほど思い悩む」という意味で使われ、江戸時代のはじめには「きちんとしたものをくず

す」という意味で用いられるようになりました。この意味が東北方言に残っています。  

さらに意味を変化させた「やつす」は「真似る」「当世化する」ということを表し、18 世紀には

「容姿をつくる」という意味になりました。大阪の「やつす」は、この名残です。東北と大阪の「や

つす」は全く違う言葉であるかのように思えますが、実は歴史的に繋がっているのです。 

 春は「おめかしする」機会が多い季節ですが、必要に応じて時には「簡略化する」ことも大事で

す。春から始まる生活に忙しさを感じたら、東北の「やつす」を思い出してください。 

 

追手門学院大学経済学部講師 櫛引祐希子 
※方言に関するご質問やご意見がありましたら、こちらまで。yukushib@otemon.ac.jp 

 

 

 

 

 

「やつす」の方言 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いのちと地球の物語 

避難者・ご家族向け 

  訪問カウンセリングのご案内 
カウンセラーが訪問いたします。 

お気軽にご相談ください。 

問合せ・申込み  

一般社団法人日本産業カウンセラー協会 関西支部 

TEL：06-4963-2357 

受付：月曜～金曜 午前 9 時～午後 5 時 

〒541-0053  

大阪市中央区本町１丁目４番８号  

エスリードビル本町８階 

4/25(水)、6/20(水)、7/26(木) 
(5 月はお休み) 

いずれも 10：30 ～15：00  

大阪市立社会福祉センター内 

 和やかな雰囲気の避難者交流会です。 

毎月 1 回、大阪市天王寺区にある大阪 

市立社会福祉センターで開催しています。自己

紹介や近況報告など初めての人でも参加しやす

い交流の場ですのでぜひ参加ください。 
 

 

※保育が必要な方は２週間前までにご相談ください。 

お問合せ：sandori2014@gmail.com  

サンドリ【3.11 避難者交流カフェイモニカイ】係 

主 催：東日本大震災避難者の会 Thanks＆Dream  

(略称：サンドリ) 

協 力：大阪市ボランティア・市民活動センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の  

開催日   

と会場  

「Café IMONIKAI」開催中！ 

英真学園高校(淀川区)の生徒会メンバーが

大阪市ボランティア・市民活動センターを訪

れ、文化祭やチャリティバザーの収益をホッ

とネットおおさかに寄付しました。同校はこ

れまでも生徒会メンバーを中心に、被災地で

のボランティア活動や避難者との交流会活動

を行ない、震災を風化させない取り組みを続

けています。 
寄付額 英真学園高校第３学年 76,345 円 

英真学園高校ＰＴＡ  30,940 円 

 

チャリティバザーの収益を寄付 

 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjb3a__wLLVAhVDErwKHclRCFAQjRwIBw&url=http://gimp2-how-to-use.blogspot.jp/2012/06/blog-post_06.html&psig=AFQjCNH5mGYpH_U_HrRhimzr3ivZXfG2Eg&ust=1501555665220538

